
みんなが笑顔で過ごした「１学期」

校 長 綿 木 尚 弘

今年度の重点目標である「自立」「思いやり」「感動」の３つ
の合い言葉をもとに、学習に生活に諸活動に全力投球してきた
７４日間の１学期が終了しました。３つの合い言葉を意識しな
がら、学校生活を送ることができたでしょうか。

例年にも増して、気温が高い日々が続き、熱中症の心配もあ
りましたが、大きく体調を崩す生徒もいなく、ホッとひと安心です。しかし、これからが夏
本番ですので、熱中症対策を意識して、自分で適切に判断して生活を送ってほしいものです。

１学期の印象深いシーンを振り返ってみたいと思います。
３年生の宝物となった【修学旅行】・・・先生方は心配していましたが、それをいい意味で

裏切る「素晴らしい３日間」になりました。みんなの笑顔があふれ、規律ある行動ができ、
レクの一体感など、「３年生のパワー」をいっぱい感じることができました。
自分の限界に挑戦した【スポーツフェスティバル】・・・最後まで諦めないで競技に集中し

ている姿は、観客を感動させるものであり、学級の輪を一段と深めることができました。ま
た、新記録が何と「１５種目」も樹立されました。
この日のために勝負をかけてきた【中連大会】・・・勝負事ですので、勝敗はつきましたが、

どの部もチーム一丸となり、全力でプレー・応援している皆さんの表情は「最高に輝いて」
いました。惜しくも敗れ、涙があふれたのはそれだけ、頑張り切れたという証です。３年生
は、部活動を通して、多くのことを経験し学び、数多くの人に支えられ、選手として人間と
して大きく成長したことと思います。
上川地区の代表として全力投球する【全道中体連】・・・本校からは、女子バスケットボー

ル部「帯広市」、男子バドミントン部（シングルス２名）「小樽市」、水泳（２名）「江別市」
が出場します。そして、吹奏楽部が、北海道吹奏楽コンクール（旭川予選）に出場します。
この夏休み、皆さんの健闘を心より願っています。

今学期の本校のいじめ認知は６件程でした。その多くは「嫌なことを言われた」です。子
どもたちが同じ場所で生活していますので、ストレスがない生活を送ることは難しいです。
しかし、相手の受け止め方を想像し、「その一言」の言い方や伝え方を考えたいものです。道
内や市内を見ても生徒指導上の重大な課題になっているのがSNSを介したトラブルです。と
りわけ画像の拡散などは他の機関が介入せざるを得ない事例もありますので、家庭でも指導
をお願いいたします。

話は変わりますが、この１学期を通して、うれしく思うことがあります。それは、「生活常
任委員会の朝の挨拶運動」の成果もあり、皆さんの朝の挨拶が「さわやか」になっているこ
とです。挨拶は、自分だけでなく、相手の心も和ませるものです。さわやか挨拶のポイント
は４つ、「①相手の目をみて」「②元気な声で」「③お辞儀をして」「④自分から率先して」・・
・そんな挨拶がさらに響きわたる忠和中学校にしたいものです。ご家庭におかれましても、
あいさつの大切さを伝えていただければ、幸いです。

明日から８月２５日まで夏休みになります。夏休みの期間は、生徒たちは家庭と地域を中
心とした生活に変わります。引き続き、生徒たちに温かいご支援とご指導をいただきますよ
うお願いいたします。この１学期、本校の教育活動に対しまして、多大なるご支援ご協力を
いただき、ありがとうございました。
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「市内中連体育大会」が６月２0～２3日、その上位
大会の「上川代表決定戦」が７月4、５日に旭川市や
近隣市町の各会場で開催されました。選手達の全力
プレーに心を動かされ、多くの勇気をいただきました。
保護者の皆様、応援ありがとうございました。

○野球部 ○女子バレーボール部
（１回戦） （予選リーグ）

対 永山南中 （５対４）勝利 対 明星中 （２－０）勝利
（２回戦） （決勝トーナメント）

対 六合･啓北中（１対１０）惜敗 対 アルバライズ（０－２）惜敗

○サッカー部上川管内ベスト４
（２回戦）
対 附属中（１０-０）勝利

（３回戦）
対 北門中（３-０）勝利

準決勝へ

○男子バドミントン部
＜団体戦＞
（決勝戦）
対 NexusBC（０対２）２位

→上代へ
＜個人戦シングルス＞

伊藤 心響 選手 ベスト ８ →上代へ
佐々木大斗 選手 ベスト 16 →上代へ
清水 息吹 選手 ベスト ８ →上代へ
森 虹太 選手 ベスト 4 →上代へ

＜個人戦ダブルス＞

菊池・吉川ペア ベスト ８→上代へ
山内・太田ペア ベスト 8→上代へ

○女子バスケットボール部＜2位＞
（２回戦）
対 神居東中（７７－３１）勝利

（準決勝） ○男子卓球＜個人戦シングルス＞ 惜敗
対 東光中 （５１－４０）勝利 吉田 友真 選手 vs 広陵中（０-３）

（決勝）
対 愛宕中（４８－５６）惜敗 →上代へ

○男子ソフトテニス部
＜団体戦＞
予選リーグ１勝１敗
決勝トーナメント
（１回戦） 対 神居中（２－１）勝利
（２回戦） 対 旭川中（０－３）惜敗
＜個人戦＞
ダブルス
鎌田・田口ペア ３回戦敗退
小山・近藤ペア １回戦敗退
青木・武石ペア ２回戦敗退
能登・神田ペア ３回戦敗退
笠松・平澤ペア １回戦敗退
伊藤・佐藤ペア ２回戦敗退

○女子バドミントン部
＜団体戦＞
（１回戦）

対 東明中（０－３）惜敗
＜個人戦シングルス＞

佐藤 里胡 選手 ベスト１６ →上代へ
宮崎 蓮加 選手 ２回戦敗退

神島 奏和 選手 ベスト１６ →上代へ
菊池のどか 選手 ベスト ８→上代へ

＜個人戦ダブルス＞

田村・角家ペア ベスト16→上代へ

○男子バスケットボール部＜３位＞
（１回戦）

対 神楽中 （７８－６３）勝利
（２回戦）

対 中央中 （６４－３２）勝利
（準決勝）

対 神居東中（５８－６８）惜敗

→上代へ



市内中連体育大会を勝ち上がり、次のステージ
へと駒を進めたチーム・選手は、旭川市の代表と
して、7月４、５日の両日、旭川市、名寄市、東川
町の各会場で行われた「上川代表決定戦」に出場
し、さらに2つの部で全道大会へ駒を進めます。

○男子バスケットボール部 （名寄市総合体育館） ○女子バスケットボール部 （名寄市総合体育館）
（１回戦） （１回戦）
対 当麻・比布中央中（４５－８３）敗退 対 和寒・士別中（６５－４４）勝利

（準決勝）
対 緑が丘中（４３－３７）勝利

（決 勝）
対 当麻中（５１－４３）優勝→全道大会へ

○サッカー部 （東川ゆめ公園サッカー場）

（準決勝）
対 上富良野中（０－２）敗退 第３位

○男子バドミントン部（リック＆スー旭川体育館）
＜団体戦＞
（１回戦）
対 名寄中 （２－０）勝利

（準決勝）
対 東神楽中（２－１）勝利

（決 勝）
対 NexusBC（０－２）惜敗 第２位

＜個人戦ダブルス＞
山内・太田ペア ベスト16
菊池・吉川ペア ベスト８

＜個人戦シングルス＞
清水 息吹 選手 ベスト４ →全道大会へ
森 虹太 選手 ベスト４ →全道大会へ
伊藤 心響 選手 ベスト16
佐々木大斗 選手 ベスト16

○女子バドミントン部
（リック＆スー旭川体育館）

＜個人戦シングルス＞
佐藤 里胡 選手 ベスト16
神島 奏和 選手 ベスト16
菊池のどか 選手 ベスト８

＜個人戦ダブルス＞
田村・角家ペア 1回戦敗退

１１日、第2回参観日を開催しました。昨年度
に引き続き、今回の参観日も全校集会を参観し
ていただきました。集会の内容は、表彰・伝達、
各部活動からの活動報告、最後に吹奏楽部の壮

行会でした。部活
動の教育的意義や
子どもたちの活躍、
成長の様子を知っ
ていただけたこと
と思います。
壮行会を参観後は、各学年、学級懇談と続きました。



【７月】
２４日(木) 夏季学習会 ～２５日(金)
２４日(木) 中連生活部夏季研修会（生徒会）
２５日(金) 全道水泳大会（江別市）

～２７日(日)
３０日(木) 全道バドミントン大会（小樽市）

～８月１日(金)

【８月】
1日(金) 全道バスケットボール大会（帯広市）

～3日(日)
１２日(土) 北海道吹奏楽コンクール旭川地区大会
１２日(火)～１５日(金) 学校閉庁日
２６日(火) 2学期始業式
２８日(木) 学力テスト（全学年）
２９日(金) 常任委員会
２９日(金) 忠和祭特別日課 ～

○お知らせ○
先日、プリントでお知らせしまし

たが、今年度の学校閉庁日は『８月
１２日（火）～１５日（金）』まで
の４日間となります。
学校閉庁日期間の緊急連絡先は、

『旭川市教育委員会 学校教育部 教
職員課 0166ｰ25－9116』です。

★児童生徒性暴力等の相談窓口★
忠和中学校の生徒および保護者か

ら相談を受ける対応者は教頭：舘山
になります。

★夏季休業中（学校閉庁日以外）
の緊急連絡先
学級担任もしくは、忠和中学校

へ（0166－61－5300）

１１日に、公立高校説明会を開催
しました。参加校は職業科の旭川農
業・商業・工業と、総合学科の旭川
南、理数科のある旭川西、単位制の
旭川北の計６校でした。各高校の特色や学校生活の様子、
進学、就職先などを丁寧に説明していただきました。
そして、１７日は旭川工業高等専門学校と旭川市内私

立高校5校の説明会を開催しました。３年生は暑い中、皆、真剣に話に聞き入っていま
した。
また、両日ともに多くの保護者の皆様にもご来校いただきました。

１日、昨年に引き続き、丸松ササキ
工業の従業員の皆様に全面的にご協力
いただき、２学年で職業体験を実施し
ました。佐々木社長の講話では、旭川
市や忠和の企業や建設業についてお話しいただきました。そ
の後、ハンドローラーを使用してグラウンドの整地作業、駐
車場では重機の操作体験を行いました。生徒は建設
業の仕事が「人の役に立つ」ということを学び、真
剣な目差しで活動していました。

＊下の写真は「ハンドローラー」と呼ばれる建設機械です。


